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筑 西 市 は 、 ９ 月 議 会 定 例 会 に 補 正 予 算 案 （ 第 ７

号 ） を 上 程 。 主 な も の で 、 認 定 こ ど も 園 せ き じ ょう の 建 て 替 え 工 事 に 向 け た 基 本 ・ 実 施 設 計 委 託 料に ８ ８ １ １ 万 円 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ 施 設 の 整 備 工事 費 １ ０ ８ ４ 万 ６ ０ ０ ０ 円 な ど を 計 上 し て い る 。一 般 会 計 に ５ 億 ２ １ ８ ４ 万 ７ ０ ０ ０ 円 を 追 加 し 、総 額 を ４ ５ ８ 億 ３ ３ ９ ９ 万 円 と し た 。

円 、 中 央 図 書 館 排 煙 窓 改 修工 事 費 に ３ ６ ３ 万 円 な ど を設 定 し て い る 。　
補 正 予 算 案 の 主 な 内 容 は

次 の と お り 。　
鉾 田 市 は ２ 日 、 定 例 記 者

会 見 を 開 き 一 般 会 計 補 正 予算 案 （ 第 ６ 号 ） な ど の 議 案説 明 を 行 っ た 。 補 正 案 では 、 涸 沼 ラ ム サ ー ル 条 約 に係 る 基 盤 整 備 工 事 に ２ ３ ２１ 万 円 を 追 加 。 設 計 変 更 に伴 う 暗 渠 管 の 整 備 な ど を 行う 。 し 尿 処 理 施 設 整 備 事 業　
茨 城 港 お よ び 鹿 島 港 カ ー

ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル ポ ー ト 形成 計 画 作 成 ワ ー キ ン グ グル ー プ （ Ｃ Ｎ Ｐ

－ Ｗ Ｇ ） の

第 ２ 回 会 合 が こ の ほ ど 、 県庁 で 開 催 （ リ モ ー ト 開 催 ）さ れ た 。 各 港 に お け る 今後 の Ｃ Ｎ Ｐ

－ Ｗ Ｇ の 進 め 方

や 、 各 企 業 に お け る 脱 炭 素化 に 向 け た 取 り 組 み な ど につ い て 話 し 合 い が 行 わ れた 。 次 回 は ９ 月 末 ご ろ に 開催 す る 見 通 し で 、 Ｃ Ｎ Ｐ 形成 計 画 の 原 案 を 取 り ま と める 。　
県 を は じ め と す る 行 政 ・

団 体 や 民 間 企 業 、 大 学 ・ 研

　
認 定 こ ど も 園 せ き じ ょ う

で は 、 既 存 施 設 の 老 朽 化 を受 け 、 建 て 替 え 工 事 を 予 定し て い る 。 議 決 後 、 早 け れば

1 0月 中 に も 、 基 本 ・ 実 施

設 計 を 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ルで 発 注 す る 予 定 だ 。 新 園 舎の 建 物 規 模 は 、 延 べ 面 積 約２ ０ ０ ０ ㎡ 程 度 を 見 込 ん でい る 。　
ま た 、  関 城 西 小 学 校 で は 、

放 課 後 児 童 ク ラ ブ の 拡 大 に向 け 、 校 舎 内 の 多 目 的 ホ ール を 改 修 す る 。 現 在 の 定 員は

8 0人 で 、 こ れ に

4 0人 ほ ど

の 規 模 を 追 加 す る 計 画 。 環境 整 備 の た め 、 空 調 の 設 置工 事 な ど を 予 定 し て い る 。　
こ の ほ か 、 道 路 維 持 補 修

工 事 費 に ７ ０ ０ ０ 万 円 、 道路 修 繕 工 事 費 に ５ ０ ０ ０ 万

　 【 総 務 費 】　
■ 地 域 づ く り 振 興 基 金 積

立 金 ＝ ９ ３ ５ ０ 万 円　
■ 板 谷 波 山 記 念 館 施 設 整

備 等 事 業 基 金 積 立 金 ＝ １ ７０ ０ 万 円　
■ 団 地 排 水 建 設 事 業 基 金

積 立 金 ＝ １ ０ ６ ３ 万 １ ０ ００ 円　 【 民 生 費 】　
■ 放 課 後 児 童 ク ラ ブ 施 設

整 備 工 事 費 ＝ １ ０ ８ ４ 万 ６０ ０ ０ 円　
■ 認 定 こ ど も 園 せ き じ ょ

で は 、 緊 急 的 な 設 備 の 更 新を 行 う た め １ ７ １ １ 万 ６ ００ ０ 円 を 計 上 し た 。　
涸 沼 ラ ム サ ー ル 条 約 に 係

る 施 設 等 整 備 事 業 は 、 ラ ムサ ー ル 条 約 登 録 湿 地 で あ る涸 沼 の 豊 か な 自 然 を 観 察 する た め 、 水 鳥 湿 地 セ ン タ ーや 公 園 を 整 備 す る も の 。究 機 関 は 、 い ば ら き カ ー ボン ニ ュ ー ト ラ ル 産 業 拠 点 創出 推 進 協 議 会 （ 会 長 ・ 大 井川 和 彦 県 知 事 ） を 設 立 し 、温 室 効 果 ガ ス の 大 幅 削 減 や新 エ ネ ル ギ ー な ど を 活 用 して 産 業 競 争 力 ・ 立 地 競 争 力の 実 現 を 目 指 し て い る 。　
Ｃ Ｎ Ｐ

－ Ｗ Ｇ は 、 茨 城 港

お よ び 鹿 島 港 で 水 素 や ア ンモ ニ ア な ど の 次 世 代 エ ネ ルギ ー 利 活 用 の 需 要 と 供 給 体制 を 一 体 的 に 創 出 す る と とも に 、 港 湾 機 能 の 高 度 化 、臨 海 部 に お け る 環 境 に 配 慮し た 産 業 の 集 積 を 図 る Ｃ ＮＰ の 形 成 に 向 け 、 次 世 代 エネ ル ギ ー の 需 要 、 利 活 用 方策 、 導 入 上 の 課 題 な ど を 検討 す る も の 。　
座 長 は 国 土 交 通 省 関 東 地

方 整 備 局 の 石 橋 洋 信 副 局 長と 県 の 小 善 真 司 副 知 事 （

写

　
□ 道 路 維 持 補 修 工 事 費 ＝

７ ０ ０ ０ 万 円　
□ 道 路 修 繕 工 事 費 ＝ ５ ０

０ ０ 万 円　
神 栖 市 は 市 内 ７ 児 童 館 を

一 括 で 管 理 す る 指 定 管 理 者を 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル で 募集 す る 。 業 務 内 容 は 保 守 管理 業 務 や 維 持 管 理 業 務 など 。 募 集 要 項 等 の 配 布 期 間お よ び 申 請 期 間 は ９ 月

1 3日

ま で 。 委 託 期 間 は ２ ０ ２ ２年 ４ 月 １ 日 か ら

2 7年 ３ 月

3 1

日 ま で の ５ 年 間 。 指 定 管 理料 の 予 算 額 （ 見 積 限 度 額 ）は 単 年 度 当 た り ２ 億 ４ ７ ０８ 万 ４ ０ ０ ０ 円 。　
対 象 は 平 泉 児 童 セ ン

　
下 妻 市 は 、 ９ 月 定 例 議 会

に 補 正 予 算 案 第 ５ 号 を 上程 。 主 な 内 容 と し て 、 豊 加美 ク ロ ッ ケ ー 場 の 原 状 回 復工 事 に ４ ８ ０ 万 円 、 街 頭 防犯 カ メ ラ 設 置 工 事 に ２ １ ４万 ５ ０ ０ ０ 円 な ど を 計 上 して い る 。　
一 般 会 計 に ５ 億 ６ ５ ２ ９

万 ７ ０ ０ ０ 円 を 追 加 し 、 総額 を １ ９ ５ 億 ４ ４ ９ ２ 万 １０ ０ ０ 円 と し た 。　
豊 加 美 ク ロ ッ ケ ー 場 は 、

利 用 者 の 減 少 な ど に よ り 廃止 を 予 定 。  借 地 で あ る た め 、原 状 回 復 工 事 を 実 施 し た 後は 地 権 者 に 返 却 す る 。 敷 地面 積 は ３ ５ ２ ８ ㎡ 。 １ ９ ８８ 年 に 設 置 し た 。　
街 頭 防 犯 カ メ ラ の 設 置 工

事 で は 、 市 内 に ３ 台 の 防 犯カ メ ラ を 設 置 す る 予 定 。 秋備 延 長 は 約 １ ０ ０ ｍ を 見 込む 。　
し 尿 処 理 施 設 は 老 朽 化 し

た 設 備 を 修 繕 す る 。 対 象 はエ コ パ ー ク 鉾 田 と 大 洋 サニ タ リ ー セ ン タ ー の ２ カ所 。 エ コ パ ー ク 鉾 田 で は 現場 操 作 の タ ッ チ パ ネ ル の 液晶 を 、 大 洋 サ ニ タ リ ー セ ンタ ー で は 中 央 制 御 盤 や 動 力制 御 盤 な ど を 更 新 す る 。　
そ の ほ か 、 海 水 浴 場 内 整

備 工 事 に ２ ８ ０ 万 ５ ０ ０ ０円 、 公 民 館 修 繕 料 に

9 2万 ５

０ ０ ０ 円 を そ れ ぞ れ 設 定 し

う 整 備 事 業　
□ 基 本 ・ 実 施 設 計 委 託 料

＝ ８ ８ １ １ 万 円　 【 衛 生 費 】　
■ 地 域 ケ ア 基 盤 整 備 推 進

事 業 費 補 助 金 ＝ １ ７ ９ 万 １０ ０ ０ 円　
■ 浄 化 槽 設 置 費 補 助 金 ＝

１ ９ ６ ３ 万 １ ０ ０ ０ 円　 【 土 木 費 】　
■ 道 路 橋 梁 維 持 管 理 経 費

　
□ 植 栽 管 理 ・ 除 草 委 託 料

＝ ５ ０ ０ 万 円　
■ 道 路 維 持 補 修 事 業

　
今 回 の 補 正 は 、 基 盤 整 備

工 事 費 を 増 額 し た も の 。 公園 の 敷 地 は 堤 防 沿 い に 位 置し て い る が 、 堤 防 と 公 園 敷地 の 間 に は 土 側 溝 が あ る 。住 民 か ら の 要 望 も あ り 、 設計 を 変 更 し て こ れ を 整 地 する こ と と し た た め 、 新 た に暗 渠 排 水 管 を 整 備 す る 。 整真
）  。

　
会 合 は 非 公 開 で 行 わ れ 、

二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 推 計 や水 素 ・ ア ン モ ニ ア の 需 要 推計 な ど を 基 に 、 必 要 と な る施 設 規 模 を 算 定 。 ま た 、 茨城 港 お よ び 鹿 島 港 に お け る将 来 の Ｃ Ｎ Ｐ 形 成 イ メ ー ジ

　
□ 原 材 料 費 ＝ ８ ０ ０ ０ 万

円　
【 教 育 費 】

　
■ 図 書 館 施 設 改 修 事 業

タ ー 、 大 野 原 児 童 館 、 軽 野児 童 館 、 う ず も 児 童 館 、 若松 児 童 館 、 女 性 ・ 子 ど も セン タ ー 、 波 崎 西 児 童 館 の ７施 設 。　
主 な 参 加 資 格 は 児 童 福 祉

施 設 等 の 管 理 運 営 実 績 が あり 、 児 童 健 全 育 成 事 業 に 熱意 が あ り 、 市 内 に 事 務 所 を有 す る こ と な ど 。　
業 務 の う ち 、 保 守 管 理 の

内 容 は 消 防 ・ 防 火 設 備 保 守点 検 （ 共 通 ）  、 エ レ ベ ー タ保 守 点 検 （ 女 性 ・ 子 ど も セ 頃 に は 発 注 し た い 考 え 。　
補 正 予 算 案 の 主 な 内 容 は

次 の と お り 。　
【 総 務 費 】

　
■ 公 有 財 産 利 活 用 調 査 委

託 料 増 ＝ ２ ７ ５ 万 円　
国 は こ の ほ ど 、 全 国 の 汚

水 処 理 人 口 普 及 率 を 公 表 した 。 そ れ に よ る と 、 本 県 の２ ０ ２ ０ 年 度 末 に お け る 汚水 処 理 人 口 普 及 率 は

8 6％ で

対 前 年 度 比 ０ ・ ４ ポ イ ン ト上 昇 し た 。 全 国 順 位 は 前 年度 と 同 じ

3 1位 だ っ た 。

　
県 内 を 市 町 村 別 で み る

と 、 １ 位 は 守 谷 市 で １ ００ ％ 。 次 い で 五 霞 町 が

9 9・

た 。 認 定 こ ど も 園 の 整 備 に係 る 事 業 費 ９ 億 ８ ３ ６ ０ 万１ ０ ０ ０ 円 に つ い て 繰 越 明許 費 を 設 定 し た 。　
今 補 正 案 で は 歳 入 歳 出 に

そ れ ぞ れ ５ 億 ５ ７ ８ ４ 万 ４０ ０ ０ 円 を 追 加 。 当 初 か らの 総 額 を ２ ５ ９ 億 ４ ３ ９ ４万 円 と す る 。　
補 正 案 の 主 な 内 容 は 次 の

と お り 。　
■ 保 育 環 境 改 善 等 事 業 費

補 助 金 ＝ ３ ７ ０ 万 円　
■ 涸 沼 ラ ム サ ー ル 条 約 に

係 る 施 設 等 整 備 事 業 基 盤 整備 工 事 ＝ ２ ３ ２ １ 万 円　
■ し 尿 処 理 施 設 整 備 等 工

事 ＝ １ ７ １ １ 万 ６ ０ ０ ０ 円　
■ 海 水 浴 場 内 整 備 工 事 ＝

２ ８ ０ 万 ５ ０ ０ ０ 円　
■ 公 民 館 修 繕 料 ＝

9 2万 ５

０ ０ ０ 円　
■ 公 共 施 設 整 備 基 金 積 立

金 ＝ ３ 億 ８ ０ ０ ０ 万 円

　
□ 設 計 委 託 料 ＝

2 7万 ５ ０

０ ０ 円　
□ 中 央 図 書 館 排 煙 窓 改 修

工 事 費 ＝ ３ ６ ３ 万 円ン タ ー ）  、 自 動 ド ア 保 守 点検 （ 女 性  ・  子 ど も セ ン タ ー 、若 松 ）  浄 化 槽 点 検  （ 波 崎 西 、若 松 、 軽 野 ）  、 施 設 清 掃 委託  （ 共 通 ）  、  空 調 関 係 設 備  （ 共通 ）  、 害 虫 駆 除 （ 共 通 ）  、 防犯 カ メ ラ 保 守 点 検 （ 共 通 ）  。　
維 持 管 理 は 清 掃 ・ 環 境 整

備 業 務 、 施 設 保 全 業 務 など 。　
第 １ 次 審 査 は ９ 月

1 7日

に 、 第 ２ 次 審 査 は

1 0月 中 旬

に 行 う 予 定 。 結 果 通 知 は

1 0

月 中 旬 以 降 の 予 定 。 　
■ 街 頭 防 犯 カ メ ラ 設 置 工

事 ＝ ２ １ ４ 万 ５ ０ ０ ０ 円　
【 民 生 費 】

　
■ 豊 加 美 ク ロ ッ ケ ー 場 原

状 回 復 工 事 ＝ ４ ８ ０ 万 円　
【 農 業 費 】

　
■ ほ 場 整 備 事 業 費

　
□ 経 営 体 育 成 関 連 流 動 化

促 進 事 業 補 助 金 （ 大 宝 沼 地区 ） ＝ １ 億 ２ ９ ４ ３ 万 円５ ％ 、 日 立 市 が

9 9・ ４ ％ 、

土 浦 市 が

9 6・ ５ ％ と 続 く 。

　
な お 、 全 国 に お け る

2 0年

度 末 の 汚 水 処 理 人 口 普 及 率は

9 2・ １ ％ と な っ て い る 。
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交 通 渋 滞 が 発 生 し て い る ため 、 交 通 の 円 滑 化 や 住 民 の安 全 確 保 、  「 水 郷 潮 来 あ やめ 園 」 へ の ア ク セ ス 向 上 を目 的 と し て 、 道 路 改 良 事 業（ ４ 車 線 化 ） を 行 っ て い る 。本 年 度 は 潮 来 地 内 の ５ ０ ０ｍ 区 間 で 道 路 改 良 舗 装 工 事を 進 め る 。　
潮 来 市 内 を 流 れ る 一 級 河

川 前 川 は 、 河 岸 に は あ や め園 、 さ ら に 前 川 に 架 か る 十二 の 橋 を 巡 る 観 光 遊 覧 船 が運 航 さ れ る な ど 、 豊 か な 水

強 工 事 を 実 施 。 災 害 時 の 輸送 ル ー ト を 確 保 す る 。　
主 要 事 業 の 概 要 は 次 の と

お り （ ■ 事 業 名 ＝ ① 全 体 計画 ② 事 業 年 度 ③ 本 年 度 事 業概 要 ）  。　
■ 国 道 ３ ５ ５ 号 牛 堀 ・ 麻

生 バ イ パ ス 整 備 事 業 ＝ ① Ｌ１ 万 ８ ６ ０ ｍ （ 潮 来 土 木 管内 ２ ５ ０ ０ ｍ 、 内 １ ２ ０ ０ｍ 供 用 済 ）  、  Ｗ

2 5／

1 4ｍ （ 暫

定 ２ 車 線

1 2・ ５ ／ ７ ｍ ）  、

総 事 業 費 １ ８ ０ 億 円 ② １ ９９ ７ 年 度 ～ ③ 道 路 改 良 舗 装工 事　
■ 都 市 計 画 道 路 ３ ・ ３ ・

９ 号 宮 中 佐 田 線 整 備 事 業 ＝① Ｌ １ ９ ５ ５ ｍ （ 内 １ ４ １２ ｍ 供 用 済 ）  、 Ｗ

2 2／

1 3ｍ 、

総 事 業 費 １ ２ ０ 億 円 ② １ ９９ ２ 年 度 ～ ③ 道 路 改 良 舗 装工 事　
■ 県 道 潮 来 佐 原 線 道 路 改

良 整 備 事 業 （ ４ 車 線 化 ） ＝① Ｌ ２ １ ０ ０ ｍ 、 Ｗ

2 2／

1 3

ｍ 、 総 事 業 費

1 3億 円 ② ２ ０

１ ３ 年 度 ～ ③ 道 路 改 良 舗 装工 事　
■ 一 級 河 川 前 川 整 備 事 業

＝ ① Ｌ ３ １ ２ ０ ｍ 、 総 事 業費

2 0億 円 ② １ ９ ８ ９ 年 度 ～

③ 市 道 橋 架 け 替 え 下 部 工 事　
■ 鹿 嶋 ・ 波 崎 海 岸 浸 食 対

策 事 業 ＝ ① ヘ ッ ド ラ ン ド

1 1

基 、 養 浜 工 一 式 、 総 事 業 費１ ２ ５ 億 円 ② １ ９ ８ ５ 年 度～ ③ 粗 粒 材 養 浜 工 １ 万 ２ ００ ０ ㎥ （ ヘ ッ ド ラ ン ド

1 1～

ヘ ッ ド ラ ン ド

1 2）

　
■ 息 栖 大 橋 耐 震 補 強 事 業

＝ ① 耐 震 補 強 橋 脚 ８ 基 、 総事 業 費 約

2 2億 円 ② ２ ０ １ ７

年 度 ～ ③ 耐 震 補 強 工 事

連 携 強 化 、 さ ら に 災 害 時 にお け る 緊 急 輸 送 道 路 と し ても 重 要 な 路 線 。　
１ ９ ９ ２ 年 度 か ら 事 業 に

着 手 し 整 備 を 進 め て き たが 、 東 日 本 大 震 災 の 教 訓 を踏 ま え 、 同 路 線 の 重 要 性 が高 ま っ た こ と か ら 、 ２ ０ １２ 年 度 か ら は 復 興 予 算 を 活用 し て 重 点 的 に 整 備 を 進 めて い る 。 本 年 度 は 鹿 嶋 市 佐田 地 内 で 道 路 の 改 良 舗 装 工事 を 行 う 。　
県 道 潮 来 佐 原 線 は 県 道 水

戸 神 栖 線 と 潮 来 大 橋 を 結び 、 潮 来 市 街 地 と 東 関 東 自動 車 道 路 （ 潮 来 Ｉ Ｃ ） に アク セ ス す る 重 要 な 幹 線 道路 。 朝 夕 に お い て 慢 性 的 な

　
国 道 ３ ５ ５ 号 は 、 潮 来 市

（ 旧 牛 堀 町 ）  及 び 行 方 市  （ 旧
麻 生 町 ） の 市 街 地 を 通 過 して い る 道 路 で 、 朝 夕 に は 主要 交 差 点 等 に お い て 慢 性 的な 交 通 渋 滞 が 発 生 。 交 通 の円 滑 化 や 住 民 生 活 の 安 全 確保 、 災 害 時 に お け る 緊 急 輸送 道 路 の ネ ッ ト ワ ー ク 機 能確 保 を 目 的 と し て バ イ パ ス整 備 を 進 め て い る 。 本 年 度は 永 山 地 内 で 道 路 改 良 舗 装工 事 を 実 施 。　

都 市 計 画 道 路 宮 中 佐 田 線
は 鹿 嶋 市 の 中 心 市 街 地 を 南北 に 縦 断 し 、 国 道

5 1号 や 国

道 １ ２ ４ 号 な ど の 広 域 幹 線道 路 を 結 ぶ 。 鹿 嶋 市 内 に おけ る 交 通 の 円 滑 化 や 地 域 の

郷 情 緒 が 醸 し 出 さ れ た 景 勝地 。 し か し 、 台 風 な ど の 大雨 に よ り し ば し ば 浸 水 被 害が 発 生 し て い る 。　
そ の た め 、 １ ９ ８ ９ 年 度

に 河 川 改 修 事 業 に 着 手 。 現在 は 潮 来 市 と 共 同 で 策 定 した

 「 前 川 か わ ま ち づ く り 計
画 」 に 基 づ き 、 流 下 能 力 の増 大 を 図 る と と も に 景 観 や環 境 に 配 慮 し た 川 づ く り を進 め て い る 。 本 年 度 は 真 菰橋 架 け 替 え の た め の 下 部 工事 を 実 施 。　

鹿 嶋 海 岸 及 び 波 崎 海 岸 で
は 、

 河 川 か ら の 供 給 土 砂 減

少 や 、 港 湾 等 の 大 規 模 構 造物 に よ り 沿 岸 漂 砂 が 遮 断 され た こ と に よ り 、 砂 浜 の 侵食 地 域 と 堆 積 地 域 が 遍 在 する よ う に な っ た 。　
そ の た め 、 侵 食 防 止 と

砂 浜 の 回 復 を 目 的 と し て 、ヘ ッ ド ラ ン ド （ 人 工 岬 ） と養 浜 を 組 み 合 わ せ た 侵 食 対策 事 業 を 行 っ て き た 。　
波 崎 海 岸 な ど で は 一 定 の

効 果 は 得 た も の の 、 鹿 嶋 市神 向 寺 地 区 海 岸 な ど 一 部 の海 岸 で は 、 ヘ ッ ド ラ ン ド 事業 実 施 前 か ら の 著 し い 侵 食に よ っ て 大 部 分 の 砂 浜 が 失わ れ て し ま っ て い た た め 、２ ０ ０ ５ 年 度 か ら 粗 粒 材 によ る 養 浜 工 事 を 進 め て いる 。　
息 栖 大 橋 は 常 陸 利 根 川 を

渡 河 す る 橋 梁 。 災 害 時 に おけ る 救 援 支 援 活 動 に 不 可 欠な ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 の 観 点か ら 、 早 急 な 震 災 対 策 が 必要 な た め 、 橋 脚 の コ ン クリ ー ト 巻 き 立 て 等 の 耐 震 補

地 域 総 合
県 内

話 題 の ニ ュ ー ス

　
潮 来 土 木 事 務 所 の 主 要 な 事 業 と し

て 、 道 路 事 業 で は 、 交 通 の 円 滑 化 や 災害 時 に お け る 緊 急 輸 送 道 路 ネ ッ ト ワ ーク 機 能 の 確 保 を 目 的 と し た 、 国 道 ３ ５５ 号 牛 堀 麻 生 バ イ バ ス の 整 備 や 都 市 計画 道 路 宮 中 佐 田 線 バ イ パ ス の 整 備 、 息栖 大 橋 （ 成 田 小 見 川 鹿 島 港 線 ） の 耐 震補 強 工 事 な ど を 実 施 し て い ま す 。　
ま た 、 河 川 事 業 で は 、  「 か わ ま ち づ

く り 計 画 」 に 基 づ き 潮 来 市 内 の 一 級 河川 前 川 の 拡 幅 整 備 を 進 め て い ま す 。　
さ ら に 、 海 岸 事 業 で は 、 砂 浜 の 回 復

を 目 的 に 、 鹿 嶋 海 岸 に お い て 養 浜 工 事を 実 施 し て い ま す 。　
今 後 と も 、 鹿 行 地 域 南 部 の 更 な る 発

展 に 向 け て 、 交 通 円 滑 化 の 向 上 や 日 常生 活 の 安 心 安 全 に 資 す る 社 会 資 本 整 備に 努 め て ま い り ま す 。

県 潮 来 土 木

前 川

で
　

　
は 市 道 橋 架 け 替 え

牛 堀 麻 生

バ イパ ス

で 改 良 舗 装

事 業 概 要

県 潮 来 土 木 事 務 所
所 長

 栗 くり

林 ば や し

　
俊 し ゅ ん

一 いち

 氏

　
県 潮 来 土 木 事 務 所 は 、 幹 線 道 路 の バ イ パ ス 整 備 ４

車 線 化 、 河 川 整 備 、 海 岸 浸 食 対 策 な ど の 事 業 を 進 めて い る 。 本 年 度 の 事 業 概 要 と し て 、 国 道 ３ ５ ５ 号 牛堀 ・ 麻 生 バ イ パ ス や 都 市 計 画 道 路 宮 中 佐 田 線 、 県 道潮 来 佐 原 線 で は 道 路 改 良 舗 装 工 事 を 推 進 。 一 級 河 川前 川 で は 市 道 橋 の 架 け 替 え を 行 う 。 鹿 嶋 ・ 波 崎 海 岸の 侵 食 対 策 と し て 粗 粒 材 に よ る 養 浜 工 事 を 進 め る 。

案 が 示 さ れ た 。　
今 後 は 先 行 す る 他 地 域 に

追 い つ く た め 、 年 度 末 ま でに 具 体 的 な 取 組 を 検 討 し 、取 組 例 を 提 示 す る 。 ９ 月 末開 催 予 定 の 次 回 会 合 ま で には Ｃ Ｎ Ｐ 形 成 計 画 の 原 案 を取 り ま と め る 。

▲ 供 用 開 始 済 区 間 （ 宮 中 工 区 ）

▲ 粗 粒 材 投 入 状 況

鹿 行 南 部 の 社 会 資 本 整 備 を 推 進

次 世 代 エ ネ ル ギ ー の 需 要 な ど

脱 炭 素 化 に 向 け 取 組 検 討

茨 城 港 と 鹿 島 港 ／ C N P － W G が 会 合

筑 西 市

補 正 案

 設 計 費 に

8 8 1 1万 円 を 設 計

認 定 こ ど も 園 建 替 へ

し 尿 処 理 施 設 の 設 備 更 新

涸 沼 の 公 園 整 備 で 増 額

鉾 田 市 補 正 案

ク ロ ッ ケ ー 場 現 状 回 復
防 犯 カ メ ラ を 設 置

下 妻 市

汚 水 処 理 普 及 率
8 6％ で 全 国

3 1位

《 本 県 状 況 》

限 度 額 は 単 年 2. 4 億

指 定 管 理 者 を 募 集

1 3 日 ま で に 申 請 ／ 神 栖 市


